
校長だより（令和２年１０月）

校長 吉井靖明

高等部の引越、および完成式典も終わり、やっと落ち着いて学習に取り組むことが
できるようになりました。今年の夏は記録的な暑さでしたが、台風の通過をきっかけ
に一気に秋めいて参りました。本校にとっても秋は修学旅行や文化祭など様々な学校
行事を通して子どもたちが大きく成長する実りの季節です。今年度はコロナウィルス
感染症対策のため、内容を大きく変更せざるを得ませんが、制約のかかるなかでも感
染予防に細心の注意を払いながら、新しい発想で、かつ高い教育効果が得られるよう
に努力していきたいと考えています。ご協力をお願いします。なお主要な行事につい
ては以下のような方針の下、実施する予定です。

○修学旅行・宿泊学習…目的地を県内へと変更します。
宿泊をとりやめ日帰りの行事とします。

○藤特祭 …校内発表にとどめます。(一般公開・来賓なし)
小中学部と高等部で別会場での開催とし、開会式・閉会式
は実施しません。保護者２名までの参観とします。

○ 大沢前群馬県知事来校
９月１日、前群馬県知事であり本校設立を推進された大澤正

明様が、高等部校舎の見学にお見えになりました。「コンパク
トではあるが素晴らしい校舎が完成した。障がいを者を支援し、
頑張っている人たちの応援ができて良かった」としみじみと語
っていらっしゃいました。当日は、群馬県教育長や学校評議員
でクレッシェンド前会長の木村めぐみ様も駆けつけ、学校設立
に関わる思い出話の数々を懐かしそうにお話しされていました。
創立当初の思いと苦労を後生までしっかりと受け継いで参りた
いという思い新たにしました。

○ 生徒募集関連行事
来年度の生徒募集に関わり９月８日(火)に学校参観、９日(水)に高等部学校公開が

開催され、それぞれ多数の参加者がありました。いずれも校長挨拶､職員からの学校説
明のあと、校舎見学が行われました。参加者からは「短い時間でしたがわかりやすい
説明でした。」「安心して預けることができそうです。」といった肯定的な感想をいただ
きました。また高等部については「設計がいろいろ配慮されている。」など新校舎に対
する高評価の意見が寄せられました。今後も地域の方々からより信頼され、安心して
子どもが預けられる学校づくりに努力していきます。

○ 教育実習終了
９月４日(金)～17日(木)の２週間にわたり小林香月さん（小

1-1担当）、柳澤健斗さん(小6-1)、岩丸匠さん(小2-3･4-3担当)、
下風博三さん(中3-1担当)の４名の教育実習生を受け入れまし
た。初めは緊張した面持ちでしたが、子どもたちと積極的にふ
れあう中で信頼関係を築くことができました。現場でしか経験
することのできない貴重な体験を通して多くの学びがありまし
た。この経験を今後に活かしてほしいと思います。そして将来
教員になり、藤特に戻ってきてくれるとうれしいです。

○はじめての文化体験事業
９月18日(金)文化団体「ヨロコンデ」の岩渕健二さん、せき

あつしさんの２名が来校し、多目的室で小学部を対象にユーモ
アたっぷりの紙芝居を披露していただきました。即興の歌とギ
ターの音色に子どもたちも自然と体を動かして楽しみました。
この事業は子どもたちの文化を愛する心の育成と文化ボランテ
ィアの育成を目的に県が主催するもので、応募に当選したこと
で実現しました。

○プレハブ校舎の解体進む
高等部校舎に伴い、９月１日からプレハブ校舎の解体作業が

始まりました。このお便りがお手元に届く頃にはすっかり姿が
なくなっているかもしれません。解体後の土地は藤岡市に返還
されます。高等部の生徒たちにとっては思い出の詰まった校舎
であり、解体されていく姿に「淋しい」との声が聞かれます。
プレハブ校舎へ感謝しつつ、新しい校舎での活躍を期待します。


